
（２）性質別経費  義務的経費が減少、投資的経費が増加  

○義 務的経費 １，９４５億７７百万円（対前年度比 ▲１１億２０百万円：▲０．６％） 

人件費の減少 （▲９億８７百万円：▲０．８％） 

扶助費の増加 （＋２億９百万円：＋２．４％） 

公債費の減少 （▲３億４２百万円：▲０．６％） 

○投 資的経費   ６１９億７百万円（対前年度比 ＋８５億８２百万円：＋１６．１％） 

普通建設補助事業（▲１億５８百万円：▲０．７％） 

普通建設単独事業（＋７５億６４百万円：＋２７．６％） 

国直轄事業負担金（＋１３億３６百万円：＋４７．７％） 

災害復旧事業費 （▲４億４２百万円：▲３７．７％） 

○その他の経費 ２，０５２億６３百万円（対前年度比 ▲４４億１６百万円：▲２．１％） 

補助費等 （▲４７億９９百万円：▲３．７％） 

 

   （単位:千円）

28／27 28／18

％ ％ ％ ％ ％

194,577,101 42.1 195,696,823 42.7 203,739,782 46.4 99.4 95.5

 124,120,680 26.9 125,107,483 27.3 132,482,068 30.2 99.2 93.7

退職手当を除く人件費 112,645,744 24.4 113,297,626 24.7 119,727,991 27.3 99.4 94.1

退 職 手 当 11,474,936 2.5 11,809,857 2.6 12,754,077 2.9 97.2 90.0

 8,891,689 1.9 8,682,894 1.9 8,445,689 1.9 102.4 105.3

 61,564,732 13.3 61,906,446 13.5 62,812,025 14.3 99.4 98.0

61,906,824 13.4 53,324,826 11.6 64,587,675 14.7 116.1 95.8

 61,176,652 13.3 52,152,183 11.4 62,158,602 14.1 117.3 98.4

 補 助 事 業 費 21,645,115 4.7 21,802,712 4.8 28,493,935 6.5 99.3 76.0

 単 独 事 業 費 35,009,225 7.6 27,445,223 6.0 26,730,954 6.1 127.6 131.0

 国 直 轄 事 業 負 担 金 4,137,785 0.9 2,801,668 0.6 6,497,384 1.4 147.7 63.7

 受 託 事 業 費 384,527 0.1 102,580 0.0 436,329 0.1 374.9 88.1

 730,172 0.1 1,172,643 0.2 2,429,073 0.6 62.3 30.1

205,262,556 44.5 209,678,630 45.7 170,747,526 38.9 97.9 120.2

22,245,405 4.8 22,651,877 4.9 19,091,090 4.4 98.2 116.5

7,320,841 1.6 9,026,218 2.0 6,865,670 1.6 81.1 106.6

123,455,134 26.8 128,254,569 28.0 89,465,570 20.4 96.3 138.0

10,241,284 2.2 6,888,502 1.5 5,764,812 1.3 148.7 177.7

30,970 0.0 21,075 0.0 4,089,117 0.9 147.0 0.8

39,476,011 8.5 39,475,841 8.6 40,004,625 9.1 100.0 98.7

2,492,911 0.6 3,360,548 0.7 5,466,642 1.2 74.2 45.6

461,746,481 100.0 458,700,279 100.0 439,074,983 100.0 100.7 105.2合 計

貸 付 金

繰 出 金

公 債 費

積 立 金

災 害 復 旧 事 業 費

そ の 他 の 経 費

投 資 及 び 出 資 金

区 分

投 資 的 経 費

普 通 建 設 事 業 費

扶 助 費

28 年 度 決 算 額 27 年 度 決 算 額
対 年 度 比18 年 度 決 算 額

（ 10 年 前 ）

義 務 的 経 費

物 件 費

維 持 補 修 費

補 助 費 等

人 件 費

 

 

義務的経費：法令や性質上、支出が義務付けられており裁量的に減額できない経費で、人件費、扶助費、公債費

があります。公債費は、借り入れた県債の返済額です。義務的経費の割合は、財政の弾力性を示し、

その比率が高いほど財政が硬直化していることを意味します。 

投資的経費：道路等の基盤整備、公共施設の建設、災害復旧費等にあてられるもので、支出効果が長期間に及ぶ

ものです。 



性質別経費の状況
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(㉗4,587億円）
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